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	3-1. 刃物の取り付け
	■ カラーの交換
	1． プーリーカバーの穴に付属の六角レンチを差し込み、 ドライブシャフトを回らないよう固定してください。
	2． 付属のソケットレンチを使って、ボルトをゆるめて アウターフランジを取り外してください。
	3． ドライブシャフトにカラーがスナップリングで固定 されています。細いマイナスドライバーなどをス ナップリングとドライブシャフトの間に差し込んで スナップリングを取り外し...
	4． カラーを使用する刃物の内径にあったものと差し替 えてください。
	5． スナップリングをドライブシャフトの溝の位置まで 押し込んでカラーを固定してください。スナップリ ングが変形した場合はカラーが固定されず危険です ので新品に交換してくだ...

	■ 刃物の取り付け
	1． 付属の六角レンチをプーリーカバーの穴に差し込ん でドライブシャフトを固定してください。
	2． 付属のソケットレンチを使用してボルトをゆるめ、 アウターフランジと一緒に外してください。
	3． フランジやボルトにゴミが付いている場合は清掃し てください。摩耗や損傷している場合は新品に交換 してください。
	4． 刃物の回転方向を確認して、ドライブシャフトのカ ラーにセットしてください。カラーに刃物の中心穴 が確実にセットされていることを確認してください。
	5． アウターフランジの穴をドライブシャフトに合わせ て取り付け、ボルトを手で仮り締めしてから付属の ソケットレンチで締め付けてください。参考：締め 付けトルクは25Ｎ・ｍ～30...
	6． プーリーカバーの穴から六角レンチを外し、刃物を 手で回して振れ、ゆるみがないか確認してください。


	3-2. 集塵ホースとダストバッグの取り付け
	1． 集塵ホースを本体のダクトに右に回しながら挿入し てください。外すときは右に回しながら引き抜いて ください。
	2． 集塵ホースの排出側をダストバッグ内のパイプの奥 まで差し込んでください。ダストバッグに付いてい るひもで集塵ホースをしばって固定してください。

	3-3. エアダクトの使用方法
	1． ダストバッグを使用しない場合は、エアダクトを取 り付けてください。エアダクトで切削粉の排出方向 を調整できます。
	2． 集塵ホースの代わりにエアダクトを本体のダクトに 取り付けてください。
	3． エアダクトが人や作業者のいない方向を向くように 調整してください。

	3-4. 燃料の準備
	3-5. 潤滑油の準備
	運転

	4-1. エンジンの始動
	■ 冷えたエンジンの始動
	1． ガソリンと２サイクルオイルがそれぞれのタンクに 入っていることを確認してください。
	2． デコンプボタンを押してください。
	3． プライマリポンプ内に燃料が吸い上がるまで、プラ イマリポンプをくり返し押してください。（目安５～ ６回）
	4． チョークノブを引いてください。
	5． エンジンカッターを安定した地面におき、右足でリ ヤハンドルをしっかりと固定します。左手でフロン トハンドルをつかみ、右手でスタータグリップを最 初の爆発音がするまで数...
	6． 爆発音がしたら、再度デコンプボタンを押してから チョークノブを元に戻し、スタータグリップを引い てエンジンを始動してください。
	7． 始動後は、スロットルロックアウトを押しながらス ロットルトリガを少しだけ引いて、ラッチ状態を解 除してください。

	■ 暖まっているエンジンの始動
	1． 14 ページの「冷えたエンジンの始動」の手順1,2を 実行してください。
	2． チョークを使用せずスタータグリップを引いてくだ さい。

	■ エンジンの暖機運転
	1． 始動したら、2～３分間低速運転をしてください。
	2． スロットルトリガを徐々に引いてエンジンの回転を 上げていくと、自動的に刃物が回転し始めます。ス ロットルトリガを戻すと、刃物の回転が停止し、エ ンジンはアイドリング状...


	4-2. エンジンの停止
	1． スロットルトリガを戻し、２～３分間アイドリング 運転をしてください。
	2． ストップスイッチを押してください。本製品には停 止持続ユニットが付いていますので、ストップス イッチを押し続けなくてもエンジンは停止します。
	切断作業
	キックバックに注意
	第三者の立ち入り禁止
	無理な姿勢での作業禁止
	片手使用禁止
	近接作業の禁止
	可燃物の注意
	切断材の確認
	作業時の注意
	作業中断時はエンジン停止
	移動時はエンジン停止
	作業前の確認
	切断時の注意
	点検・整備


	6-1. 点検・整備の目安
	6-2. 点検・整備要領
	■ エアフィルタの点検・交換
	1． エアクリーナカバーに取り付けてあるグロメット4 個をラジオペンチなどを使って取り外してください。
	2． エアクリーナカバーを固定しているボルト4本を外 してエアクリーナカバーを取り外してください。
	3． メインエアフィルタとサブエアフィルタを取り外し てください。サブエアフィルタはチョークノブを引 いたあとにフィルタケースを引き抜いて裏から押せ ば外すことが出来ます。
	4． フィルタケースを取り付けてください。
	5． 新しいサブエアフィルタとメインエアフィルタを取 り付けてください。フィルタは同時に交換してくだ さい。
	6． エアクリーナカバーを取り付けてからボルト４本を 締め付けて固定してください。ボルト①３本を締め 付けてからボルト②を締め付けてください。
	7． グロメットを上下の向きに注意してエアクリーナカ バーに取り付けてください。

	■ 燃料・オイルタンクキャップガスケットの点検
	■ 燃料フィルタの点検
	1． 燃料タンクキャップを外してください。
	2． 針金などを使って給油口から燃料フィルタを引き出 し、点検してください。
	3． 燃料フィルタが汚れている場合または年に一度、ク リーニングせずに新しい燃料フィルタに交換してく ださい。
	4． 燃料タンクの内側が汚れていたら、燃料できれいに してください。
	5． 点検後は燃料タンクキャップを確実に締め付けてく ださい。

	■ オイルフィルタの点検
	1． オイルタンクキャップを外してください。
	2． 針金などを使って、オイルパイプに傷を付けないよ うにオイルフィルタをオイルタンクの給油口から取 り出してください。
	3． オイルフィルタが汚れている場合は、清掃または交 換してください。
	4． 点検後はオイルタンクキャップを確実に締め付けて ください。

	■ スパークプラグの点検
	1． 付属のソケットレンチ(19 mm)でスパークプラグ を外してください。
	2． スパークプラグの標準火花隙間は0.6～0.7 mmで す。標準火花隙間より広すぎたり狭すぎる場合は調 整してください。電極の周囲にオイルや堆積物が付 いているときは清掃してくださ...
	3． スパークプラグは、付属のソケットレンチでしっか り締め付けてください。 参考：締め付けトルクは17～19 N・m（170～ 190 kgf・cm）です。

	■ シリンダフィンの点検
	■ キャブレタの点検
	1． アイドル調整ネジを刃物が回り始めるまで、もしく はいっぱいまで右に回し、その後左に2・1/2 回転 戻してください。参考：エンジン回転数は 2,600±400 r/minです。右に回すと回転速...

	■ ベルトの点検・調整・交換
	1． プーリーカバーのボルト4本をゆるめ、プーリーカ バーを外してください。
	2． カッタアームを固定しているボルト3本を付属の六 角レンチで約1回転ゆるめてください。
	3． テンションスクリュを回して、クラッチカバーの印 にワッシャを合わせてください。
	4． ボルト3本を締め付けてください。 参考：締め付け トルクは20N ･m 〜23N ･m（200 〜230kgf ･cm） です。
	5． プーリーカバーを取り付けて、ボルトで固定してく ださい。
	1． プーリーカバーのボルト4本をゆるめ、プーリーカ バーを外してください。
	2． テンションプレートのボルト①、②を約1回転ゆる めてください。
	3． ボルトをゆるめるとばねの力でアイドラプーリーが 少し反時計回りに動き、正規の張りになります。
	4． テンションプレートのボルト①、②の順番に締め付 けてください。
	5． プーリーカバーを取り付けて、ボルトで固定してく ださい。
	1． プーリーカバーのボルト4本を外してください。
	2． プーリーカバーを取り外してください。
	3． テンションプレートのボルト2本をゆるめて、アイ ドラプーリーを時計回りに押し込み、ファンベルト が張られていないようにしてから、ボルト2本を締 め付けてテンションプレート...
	4． 古いファンベルトを取り外してください。
	5． テンションスクリュをゆるめてください。カッタ アームを固定しているボルト3本とテンションプ レートを外してください。
	6． クラッチカバーのボルト2本をゆるめ、クラッチカ バーを取り外してください。ボルトはクラッチカ バーから外れないようになっています。
	7． 古いメインベルトを外してカッタユニットを取り外 してください。
	8． 新しいメインベルトをプーリー(小)に掛けてくだ さい。
	9． ベルトをカッタ方向に引っ張りながら、クラッチカ バーを取り付けて、ボルト2本で固定してくださ い。
	10． カッタアームをクランクケースの長穴にはめてか ら、プーリー（大）にベルトを掛けてください。
	11． テンションプレートを取り付け、ボルト3本を締め 付けてから約1回転戻し、メインベルトの張りの調 整を行ってください。
	12． 取り付けボルト３本を締め付けてカッタアームを固 定してください。 参考：締め付けトルクは20N ･m 〜23N ･m（200 〜230kgf ･cm）です。
	13． 新しいファンベルトをプーリーに組みつけてくださ い。
	14． テンションプレートのボルト２本を約１回転ゆる め、アイドラプーリーにファンベルトを静かに掛け てください。
	15． 手で２～３回ファンベルトを回した後、ボルト①、 ②を順番に締め付けてください。
	16． プーリーカバーを取り付けてボルト4本を締め付け てください。
	17． 交換初期はベルトが伸びるため、運転後に再度張り の調整を行ってください。

	■ 刃物の点検
	■ 刃物の交換
	1． 付属の六角レンチをプーリーカバーの穴に差し込ん でドライブシャフトを固定してください。
	2． 付属のソケットレンチを使用して、ボルトをゆるめ、 アウターフランジ、刃物をはずしてください。
	3． フランジやボルトを清掃してください。
	4． 刃物の取り付け手順と注意事項は、9 ページの「刃 物の取り付け」を参照してください。

	■ フランジの点検
	■ ギヤ部の注油
	1． プーリーカバーを外してください。
	2． 排出孔ボルト(M4x10)を外してください。
	3． ドライブプーリを手で回して、ドライブプーリ6穴 のいずれかから注油孔ボルトが見えるよう位置合わ せします。そこから注油孔ボルト(M6x10)を外し てください。
	4． 注油孔からグリースを注入してください。(リチウ ム系グリース20g程度)。古いグリースは新しいグ リースに押されて排出孔から出てきます。出てきた グリースはふき取ってください
	5． 注油後は注油孔ボルト、排出孔ボルトを取り付けて ください。
	6． プーリーカバーを取り付けてください。

	■ ダストバッグの清掃
	1． ダストバッグにたまった切削粉を捨ててください。
	2． ダストバッグのホース取付け口にはパイプ（逆流防 止弁）が取り付けてあります。ファスナーを開いて 切削粉を捨ててください。
	3． ダストバッグはぬれないようにしてください。ぬれ た場合は良く乾燥させてから使用してください。
	4． ダストバッグが破損したり、ファスナーが閉まらな くなりますと切削粉がもれますので、新品に交換し てください。

	■ ダストバッグの組み付け
	1． ダストバッグにパイプを差し込み、ダストバッグの 目印(青い布)が真上のとき、パイプの弁が上向き になるようにしてください。
	2． パイプの弁がダストバッグの吸入筒より中に入るよ う確認し、バンドで締め付けてください。
	3． 集塵ホースの排出側をダストバッグ内のパイプの奥 まで差し込んでください。ダストバッグに付いてい るひもで集塵ホースをしばって固定してください。
	保管
	1． 燃料タンク内の燃料を抜き取ってください。
	2． プライマリポンプを数回押してプライマリポンプの 燃料を抜き取ってください。
	3． エンジンを始動し、自然に停止するまで運転してく ださい。
	4． 製品の外側に付いたグリース、オイル、ホコリ、ゴ ミなどをきれいに拭き取ってください。
	5． 本書に定められた定期的な点検をしてください。
	6． スクリュ、ナット類が締まっているか確認してくだ さい。ゆるんでいる場合は、増し締めしてください。
	7． ダストバッグ、集塵ホースは取り外して清掃してく ださい。
	8． スパークプラグを外し、適量（10 mL程度）の２サ イクルエンジンオイルをシリンダに入れてください。
	9． スパークプラグの取り付け穴の上にきれいな布を掛 けてください。
	10． スタータグリップを数回引いて、エンジンオイルを シリンダ内に行き渡らせてください。
	11． スタータグリップをゆっくり引き、ピストンが最も 上のところで止まるようにしてください。
	12． スパークプラグを取り付けてください。 （スパークプラグキャップは接続しないで、はさまな いようにエアクリーナカバーを取り付けてください）
	13． 刃物を取り外し、子供の手の届かないホコリの少な い乾燥した場所に正立で保管してください。
	14． 刃物は乾燥した場所で、ゆがまないように保管して ください。

	故障対策
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	10-1. 日振動ばく露量 A(8)
	10-2. 1日に複数の振動工具を使用する場合
	1． ノモグラム（29 ページの「日振動ばく露量 A(8)」に記載）に、個別作業の周波数補正振動加速度実効値の 3軸合成値を(a)、振動ばく露時間を(c)にプロットし、2つの点を結んで個別の振...
	2． 個々の作業のAi(8)の2乗を計算し、全ての作業別の値の合計を求め上記表に記載します。
	3． 2.で求めた値の平方根を求め表に記載します。この値が「日振動ばく露量A(8)」になります。
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